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Martin Matzuk 博士には大阪大学国際共同研究促進プログラムによる招聘教授として来日

頂きます。Matzuk博士は、遺伝子ノックアウトのアプローチから生殖やガン形成に関わる

因子の同定やメカニズム解明に関して数多くの業績を挙げられています。今回は、遺伝的

アプローチおよび DNA コード小分子スクリーニングによる男性不妊症メカニズムの解明

と避妊薬開発についてお話頂きます。 
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